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 κの関数ヂが与えられたとき，戸の値と同時に正確な（∂デ／∂κ）の値を求める効率のよい手法
が提案されたが［Iri（1984）］，この手法を（∂戸／∂κ）とある列ベクトルッの積を求める計算に適
用する．その特殊た場合としてκが左の関数のとき，合成関数F（≠）＝戸（κ（広））の才に関する導
関数a〃励が求められる［伊理ら（1986）コ．さらに同じ考え方でa2〃a広2，…㌧a尾〃がも求め
ることができる．それらの手法について述べる．
 （∂戸／∂κ）ツの計算の手間は多く見積もってもxから戸を求める計算過程を単項あるいは2
項演算に分解したとき（この分解で現われる各項を中間変数という），1回の掛け算に要する手
間の，（中間変数の個数）×（2～3）倍程度である．
 次に，このようにして求められる徴係数を，Rmge－Kutta系の常徴分方程式数値解法公式に
利用したものの性質を一般的に論じ，新しい3段6次公式と3段7次公式を与える．常徴分方
程式伽／a左＝デ（左，土）の場合は，上記の合成関数の場合の伽／励が今計算しているfそのもの
であるという特殊た場合と考えられるので，この微分法が適用できる．さらに偏微分係数を
Rmge－Kutta系の極限公式［戸田（1980），小野（1986）］に現われる形で用いることにより前
述の次数が達成される．これは伽／a≠の値ではたいが，算法の初期設定を少し変えるだけで全
く同様に求められる．
 デの導関数を用いる常徴分方程式の数値解法としてはTay1or級数法が考えられるが，ここ
に与える公式は，広とxからデを求める手続きだけが与えられているという前提に立てば，達
成可能な次数の観点から手間の面で有利な公式といえる．
